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はじめに 金属薄膜をコートされたサブミクロンスケールの微細構造では、金属膜周辺の

屈折率変化によって敏感に反射光学特性が変化する。この光学特性を利用した物質吸着型

のセンサーチップが研究されている。我々もこれまでに、コロイド球のモノレイヤーから

モールドを作製し、このモールドから半球構造を転写して作製したセンサーチップについ

て報告してきた 1, 2。しかしながら、より生産性の高いプロセスを模索したところ、ポリマ

ーの溶液をスピンコートすることで、spinodal dewetting によって生じる粒子状の微細構造 3

を、センサーチップに応用できる可能性を見出した。そこで、本研究では、スピンコート

によるサブミクロンスケールの粒子状構造の作製とその周

辺屈折率変化による散乱特性の評価を行った。 

実験方法 ガラス基板にポリスチレンのアセトン溶液をス

ピンコートする。形成された微粒子を電子顕微鏡で評価する。

また、このサンプルに銀を 800Åコートし、斜

めに光を照射し、散乱スペクトルを測定する。 

実験結果 分子量 3250のポリスチレンからな

る 0.5wt%のアセトン溶液をスピンコートして

作製したサンプルの表面には、中心直径が

0.46～0.50μｍの微粒子が比較的均一に分布

していた。このサンプルに銀をコートして散

乱スペクトルを測定したところ、図１に示す

様に、周辺屈折率に応じてスペクトルが変化

することが観測された。 

まとめ スピンコートにて作製した微粒子状

構造について、物質吸着型のセンサーチップに応用可能であることが確認された。 
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図１ (a)スピンコートして作製したサンプル

と(b)周辺屈折率変化に伴う散乱光スペクト

ル 
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